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(57)【要約】
　本開示は、ジベンジリデンソルビトール又はジベンジリデンソルビトール誘導体の、農
薬活性成分の油分散製剤に安定性をもたらすレオロジー添加剤としての使用に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）溶媒、
　ｂ）ジベンジリデンソルビトール及びジベンジリデンソルビトールのアナログのうちの
少なくとも１つ、並びに
　ｃ）農業用活性成分
を含む、混合物。
【請求項２】
　分散剤、乳化剤、湿潤剤、消泡剤、アジュバント及び毒性緩和剤から選択される成分を
さらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物が１より多い増粘剤を包含する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記増粘剤が粘土、改質粘土、シリカ、水素添加ヒマシ油、ヒマシ油誘導体、ポリアミ
ド及びポリエステルのうちの１つである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記農業用活性成分が１又はそれ以上の分散固体を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記分散固体が、スルホンアミド、スルホニルウレア及び誘導体、アリールピリジンカ
ルボン酸及び誘導体、アリールピリミジンカルボン酸及び誘導体、アニリド、イミダゾリ
ノン並びにカルバゾンから構成される化学分類からの除草剤である、請求項５に記載の組
成物。
【請求項７】
　前記除草剤が、ピロクススラム、フロラスラム、ペノキススラム、ジフルフェニカン、
チフェンスルフロン、トリベヌロン、メソスルフロン、クロピラリド、アミノピラリド、
フルロキシピル、トリクロピル、ピクロラム並びに以下の構造の化合物
【化６】

及びこれらの誘導体のうちの少なくとも１つ又はその誘導体であって、式中、Ａｒが多置
換フェニル基、ＲがＨ又はハロゲン及びＸがハロゲンである、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記分散固体が、安息香酸、フェノキシアルカン酸、ニトリル、ピリジンカルボン酸及
びピリジルオキシカルボン酸のアルカリ金属塩又はアミン塩から構成される化学分類から
の除草剤である、請求項５に記載の組成物。
【請求項９】
　前記除草剤が、ジカンバ、２，４－Ｄ、ＭＣＰＡ、２，４－ＤＢ、アミノピラリド、ピ
クロラム、クロピラリド、ブロモキシニル、アイオキシニル、フルロキシピル及びトリク
ロピルのうちの少なくとも１つである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記農業用活性成分が、殺虫剤及び殺真菌剤のうちの少なくとも１つである、請求項１
に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記農業用活性成分が、溶解された、及び部分的に溶解された農業用活性成分のうちの
少なくとも１つを含む、請求項１に記載の組成物。
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【請求項１２】
　前記溶解された、及び部分的に溶解された前記農業活性成分の少なくとも１つが、フル
ロキシピルエステル、ＭＣＰＡエステル、２，４－Ｄエステル、ブロモキシニル誘導体、
アイオキシニル誘導体、ジカンバエステル、２，４－ＤＢエステル、アミノピラリドエス
テル、ピクロラムエステル、クロピラリドエステル、トリクロピルエステル、クロジナホ
ップエステル、シハロホップエステル、フェノキサプロップエステル、フルアジホップエ
ステル、ハロキシホップエステル及びキザロホップエステルのうちの少なくとも１つであ
る、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　除草剤毒性緩和剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　除草剤毒性緩和剤が、クロキントセットメキシル、ベノキサコール、シオメトリニル、
シプロスルファミド、ジクロルミドジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾールエ
チル、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、イソキサジフ
ェンエチル、メフェンピルジエチル、メフェナート、ナフタル酸無水物及びオキサベトリ
ニル、及びそのアナログ及び誘導体のうちの１つである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　昆虫、植物病又は雑草の制御に使用される請求項１に記載の組成物であって、制御が
　請求項１に記載の組成物を包含する製剤を用意する工程、並びに
　請求項１に記載の組成物を含有する製剤を適した農業用担体、例えば水などに希釈する
工程、
　請求項１に記載の組成物を包含する製剤のうちの少なくとも１つを、植物、植物に近い
区域、植物茎葉、花、幹、果実、土壌、種子、発芽種子、根、液体及び固体成長培地並び
に水耕法成長溶液のうちの少なくとも１つに散布する工程
を包含する、組成物。
【請求項１６】
　昆虫、植物病又は雑草を制御する方法であって、
　請求項１に記載の組成物を包含する製剤を用意する工程、並びに
　１又はそれ以上の従来の農業用活性成分又は栄養分の製剤と混合した農業的に有効な量
の製剤を、植物、植物茎葉、花、幹、果実、植物に近い区域、土壌、種子、発芽種子、根
、液体及び固体成長培地並びに水耕法成長溶液のうちの少なくとも１つに散布する工程
を包含する、方法。
【請求項１７】
　注入性値が５％未満であり、
　ａ）溶媒、
　ｂ）ジベンジリデンソルビトール及びジベンジリデンソルビトールのアナログのうちの
少なくとも１つ、並びに
　ｃ）農業用活性成分
を含む、油分散体。
【請求項１８】
　ａ）溶媒、
　ｂ）ジベンジリデンソルビトール及びジベンジリデンソルビトールのアナログのうちの
１、並びに
　ｃ）農業用活性成分
を含む、非水性濃厚懸濁液。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ジベンジリデンソルビトール（ＤＢＳ）又はＤＢＳの化学的誘導体の、安定
な農薬製品の油分散（ＯＤ）組成物を調製するのに有用なレオロジー改質剤としての使用
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に関する。
【背景技術】
【０００２】
　農薬活性成分、例えば除草剤、殺虫剤若しくは殺真菌剤又は除草剤毒性緩和剤などを、
最初に製造された形で用いることは、めったにあり得ない。農薬製品は、活性成分と、製
剤中で一緒に組み合わされる製剤化助剤（co-formulant）又は不活性成分との２つの部分
から一般になる。これら２つの部分を組み合わせて最終製品にすることは、次の２つの主
要目的を念頭に置いて行われる：（１）保存中に製品の安定性を維持すること、及び（２
）製品を担体、例えば水又は油などに希釈し、処置対象の区域への噴霧散布に用いるのに
簡単で有効な方法を提供すること。
【０００３】
　農薬製剤は、顧客ニーズ及び活性成分の生理化学的特性、例えば、活性成分の水及び他
の非水性溶媒中での溶解性に基づいて一般に設計される。製剤には２つの主要なカテゴリ
ーである、固体製剤及び液体製剤がある。液体製剤としては、乳剤（ＥＣ）、濃厚懸濁液
（ＳＣ）、可溶性液剤（ＳＬ）、フロアブル液剤（Ｆ）及び油分散体（ＯＤ）が挙げられ
る。ＥＣ製剤は、乳化剤が加えられた非水性溶媒中に溶解された油溶性活性成分からなる
。
【０００４】
　農業用ＯＤ製剤の基本的構成成分は、溶媒又は油相及び分散された固体相である。これ
らの基本的構成成分としては、活性成分、石油又は天然由来の溶媒、毒性緩和剤、レオロ
ジー添加剤、乳化剤、分散剤及び製品に所望の属性を提供するのを助ける他の製剤化助剤
を挙げることができる。レオロジー添加剤は、液体相の粘度を増加させることにより製剤
に物理的な安定性をもたらすが、これは不溶性活性成分粒子が懸濁液から降下し、保存容
器の底部で層を形成することを防ぐためである。この現象は沈降として公知であり、粒子
の沈降層が分散及び再懸濁が困難な固く詰まった状態を形成した場合、製品の搬送及び使
用を困難にすることがある。関係する液体製剤の物理的不安定性は、シネレシスである。
ＯＤ製剤におけるシネレシスは、相分離による上部清澄部分の量として一般に測定される
。
【０００５】
　ＯＤ製剤中で経時的に生じる沈降の量及び重症度は、注入性試験を使用して測定するこ
とができる。この試験は、ＯＤ製剤を制御された方法で容器から注ぎ出して、容器中に残
った製剤の量を測定することにより行われる。注入性値は容器中に残った物質の重量パー
セントである。
【０００６】
　沈降を制御するのに用いられるレオロジー添加剤は、増粘剤、固化防止剤、粘度改質剤
又は構造化剤（structuring agent）としても公知なもので、一般にＯＤ製剤に粘度増加
をもたらす。ＯＤ製剤の粘度を増加させるのに加えて、レオロジー添加剤は、ＯＤ製剤が
形成するゲルネットワークを小さな外力をかけることで容易に破壊することを可能にする
剪断減粘能力を持つ。この剪断減粘性は、ＯＤ製剤が静止時に粘度及び物理的安定性を維
持するのを可能にするが、この粘度は、製品を容易に容器から注いで又は汲んで、担体、
例えば水などの中で混合して必要とされる区域に散布することが可能なように外力がかけ
られると、急速に消失する。
【０００７】
　目下、粘度を加えるのに製品中で用いられるレオロジー添加剤には、多くの形態及び化
学物質がある。それらレオロジー添加剤は、ミネラル若しくはミネラルに由来するもの（
例として有機粘土、ヒュームドシリカ）、膨潤性ポリマー（例としてポリアミド又は水素
添加ヒマシ油）、それ自身で構造を形成する会合性増粘剤（例としてＥＯ／ＰＯブロック
コポリマー）であることが可能で、又は立体分散剤（steric dispersant）（例として櫛
型ポリマー、例えばポリビニルピロリジノン又はポリアクリレートなど）であることも可
能である。これらのレオロジー剤又は構造化剤は、製品が静止又は保存されるときに長期
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の安定性をもたらす。
【０００８】
　農薬製品は一般に、散布前に水中に希釈し適切に分散させなければならない。油系の、
水に非混和性の製剤を水中に分散させるのを助けるため、乳化剤系をＯＤ製剤中に包含す
ることができる。乳化剤系は、非イオン性及びアニオン性界面活性剤の混合物を一般的に
包含するが、これは様々な場所において遭遇する水の硬度及び温度の変化を適応させるた
めである。
【０００９】
　極性相互作用のために、粘土、有機粘土、例えばベントナイト、ヘクトライト又はギブ
サイト粘土などの疎水性改質粘土としても公知なもの、水素添加ヒマシ油、ヒマシ油誘導
体、ポリアミド、極性の酸化ワックス及び疎水化ヒュームドシリカを、非水性溶媒中でレ
オロジー補助剤として用いることができる。塗料中の顔料凝結制御のために、有機サルフ
ェートを一般的に用いる。高分子量ポリマー、例えばエチルセルロース、セルロースアセ
トブチレート及び人工ポリマー、例えばポリアクリレート、ポリスチレン及びポリイソブ
チレンなどもまた、有機溶媒中で粘度を高めるのに用いることができる。最後に、石けん
、例えばアルミニウムステアレート及びマグネシウムステアレートなどを粘度を高めるの
に用いてもよい。
【００１０】
　天然の粘土製品は一般に、広い範囲の用途に有効な増粘剤であり得る層状シリケートで
ある。しかしながら、これらを非水性溶媒中で分散可能にするため、粘土の表面は通常四
級アンモニウムを使用して処理される。これらの改質粘土は、有機粘土増粘剤として公知
である。これらの強く凝集した粒子は、最初に湿らせて、次いで剪断力により分離する必
要がある。高剪断混合がこのプロセスに望ましい。活性化剤、例えばアルコールなどは、
粘土層の間に浸透して、散布を容易にするための緩やかな堆積物を形成するのを助ける。
粘土粒子改質ＯＤ製剤の典型的なレオロジー曲線は、強い剪断減粘性及びチキソトロピッ
クな挙動を示す。低い剪断応力では、粘土構造はいくらかの流動抵抗を示すことがある。
剪断応力が増加すると共に、かけられた剪断力は進行的に粘土ネットワークを破壊し、層
状粘土粒子は流れと共に動き始める。剪断が除去されると、粘土ネットワークは再形成さ
れ、粘度が再び高まる。粘土製品のタイプ及び起源に依存して、レオロジー増大効率は粘
土粒子のサイズ及び形状の差によって変わることを知るのが重要である。ベーマイト粘土
は、そのより大きなアスペクト比及びそれ故にその表面積によって、他のタイプの粘土よ
りも流体のレオロジー特性を増強するのにより有効であるように思われる。
【００１１】
　水素添加ヒマシ油及びその誘導体、ポリアミド並びに極性の酸化ワックスの増粘メカニ
ズムは水素結合に基づくが、これらの添加剤は温度効果にいくぶん感受性であることがあ
る。水素添加ヒマシ油製品を活性化する手法は、剪断混合及び熱の両方を必要とし、その
理由はこれらの製品が微粉化された粉末として搬送されるからである。有機粘土と同様に
、これらの微粉化粉末は、溶媒中に完全に溶解させることなくゲル形態に分散されなけれ
ばならない。第一の工程は、剪断及び熱を用いて溶媒により結晶粒子を膨潤させて、十分
に分離及び分散されるようになる膨潤粒子を提供することである。活性化温度は溶媒のタ
イプに依存する。活性化温度を超えないように注意しなければならず、そうでなければ、
ヒマシ油誘導体は完全に溶解してその増粘特性を失い、冷却すると再結晶化する。通常、
これらの物質をより容易に使用するために、プレゲルを調製することが可能である。
【００１２】
　３次元ネットワークを構築するのに極性相互作用を必要とする第三のタイプのレオロジ
ー改質剤は、ヒュームドシリカに基づくものである。ヒュームドシリカは、親水性又は疎
水性のいずれであっても、つながり合ったナノサイズ一次シリカ粒子から構成され、鎖形
状の分離系を形成する。その非常に大きな表面積及び広範な溶媒適合性によって、ヒュー
ムドシリカ製品は工業製品及び消費者向け製品を処方するのに広く用いられている。親水
性及び疎水性のいずれのヒュームドシリカもＯＤ製剤中で増粘剤として用いることが可能
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いレオロジー特性をもたらす。
【００１３】
　活性成分の懸濁粒子が不可逆に沈降しやすくならないよう確保するためにＯＤ製剤中で
用いられるレオロジー添加剤は、単独で又は他のレオロジー添加剤と組み合わせて用いる
ことができる。１又はそれ以上のレオロジー添加剤を単一のＯＤ製剤中で組み合わせて、
所望のレオロジー特性を得て、同時に、成分間で発生する可能性があるあらゆる有害な相
互作用を最小限にすることは、非常に一般的である。ＯＤ増粘剤の適切な選定及び量は、
特定の製剤の増粘効力及び適用範囲を増強することが可能である。安定なＯＤ系設計のた
めのレオロジー添加剤の選択において考慮すべき因子は、溶媒タイプ、乳化剤との相互作
用、増粘剤活性化における頑強性、及び最終的な系の温度感受性である。
【００１４】
　粒子沈降に対して農薬ＯＤ製剤を安定化させるために使用可能なレオロジー改質剤は多
くある一方で、新たなレオロジー改質剤への一定のニーズがあり、これは現存の選定物が
有する制限、界面活性剤との不適合性、並びに目下発見され開発されている新たな活性成
分及び溶媒の化学物質の多様性のためである。加えて、単一の製剤中に包含される活性成
分数の増加もまた、製剤の課題を提示し得るものである。これらの制限は、新たな様式又
はより低い濃度で作用する新たなレオロジー改質剤を見出すことにより克服することがで
きる。
【００１５】
　ジベンジリデンソルビトール（ＤＢＳ、ＣＡＳ３２６４７－６７－９及び１９０４６－
６４－１）は以下の構造を持っており、
【化１】

種々の有機溶媒中でゲル化の誘導又は増粘が可能な有機分子である。ＤＢＳは糖アルコー
ルのＤ－グルシトール及びベンズアルデヒドに由来し、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　Ｃｈｅｍｉｎ
ａｌからＭｉｌｌｉｔｈｉｘ（登録商標）９２５として販売されている。ＤＢＳは、パー
ソナルケア製品、例えば制汗剤及び化粧品などにおいて、並びにまた生体材料及び電子デ
バイスにおいて、ゲル化剤としての使用が研究されている。ＤＢＳは、ポリオレフィン由
来プラスチック用の清澄剤としての使用も見られる（Ｍｉｌｌａｄ（登録商標）３９０５
）。ＤＢＳの形態学的特徴は、Ｄ．Ｊ．Ｍｅｒｃｕｒｉｏ及びＲ．Ｊ．Ｓｐｏｎｔａｋに
よる「Morphological Characteristics of 1,3:2,4-Dibenzylidene Sorbitol/Poly(propy
lene glycol) Organogels」, J. Phys. Chem. B, 105 (11) pg. 2091-2098 (2001)の中に
記述されている。
【００１６】
　２つの単純なＤＢＳアナログ、メチル－ＤＢＳ（ＣＡＳ５４６８６－９７－４）及びジ
メチル－ＤＢＳ（ＣＡＳ１３５８６１－５６－２、Ｍｉｌｌａｄ（登録商標）３９８８）
として公知であるものも、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能であり、そ
れらそれぞれの構造を下に示す。
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【化２】

　近年、ＮＸ８０００（ＣＡＳ８８２０７３－４３－０）として公知である新たなＤＢＳ
タイプの製品が、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌからプラスチック用の清澄剤とし
て販売されており、その構造を下に示す。
【化３】

　プラスチックの清澄性及び美観を亢進するためのポリオレフィン添加剤としての使用を
見ている文献中に開示されているＤＢＳの化学的アナログは他に多くあって、例えば米国
特許出願公開第２００７／０２４９８５０号中に開示されるようなものがあり、この文献
は参照により本明細書に組み込まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００７／０２４９８５０号
【非特許文献】
【００１８】
【非特許文献１】「Morphological Characteristics of 1,3:2,4-Dibenzylidene Sorbito
l/Poly(propylene glycol) Organogels」, J. Phys. Chem. B, 105 (11) pg. 2091-2098 
(2001)
【発明の概要】
【００１９】
　ＤＢＳは農薬製品のＯＤ製剤における有効なレオロジー改質剤であることが今や見出さ
れており、改良された性能及びますます複雑になる目下開発されている製品との適合性を
提供する。本開示は、望まれない植生、昆虫及び植物病を制御するのに適した農薬製品の
安定なＯＤ製剤を生産するための、新たな方法及び組成物をもたらすものであり、本発明
の組成物は溶媒、ジベンジリデンソルビトール又はジベンジリデンソルビトールのアナロ
グ、及び農業用活性成分を含む。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明は、ジベンジリデンソルビトール又はジベンジリデンソルビトールのアナログの
、農業用活性成分を含有するＯＤ製剤を増粘する又は粘度を加える性能が改良されたレオ
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ロジー添加剤としての使用に関するが、これはかかる製剤の安定性を向上させるためのも
のであって、組成物は溶媒、ジベンジリデンソルビトール及びジベンジリデンソルビトー
ルのアナログのうちの少なくとも１つ、並びに農業用活性成分を含む。
【００２１】
　本開示の溶媒は、一般に、水不混和性有機溶媒であり、またトルエン、キシレン、他の
アルキル化されたベンゼン等のようなベンゼン及びナフタレン誘導体に由来する芳香族炭
化水素、ヘキサン、オクタン、シクロヘキサンなどのような脂肪族炭化水素、脂肪族又は
イソパラフィン系の鉱油、及び芳香族及び脂肪族炭化水素の混合物のような石油蒸留物；
ハロゲン化された芳香族あるいは脂肪族炭化水素；植物油、種子油、又は動物油、例えば
、大豆油、菜種油、オリーブ油、ヒマシ油、ヒマワリ種子油、ココナッツ油、トウモロコ
シ油、綿実油、亜麻仁油、パーム油、落花生油、サフラワー油、胡麻油、桐油等、及び植
物油、種子油、又は動物油に由来するＣ１－Ｃ６モノエステル類；短鎖及び長鎖のジアル
キルアミド類、又は飽和又は不飽和カルボン酸；芳香族カルボン酸及びジカルボン酸のＣ

１－Ｃ１２エステル類、及び脂肪族及びシクロ脂肪族カルボン酸のＣ１－Ｃ１２エステル
類の１以上を含んでもよい。
【００２２】
　さらに、上記の溶媒は、テトラヒドロフラン等のようなエーテル類、エチレングリコー
ルモノエチルエーテル等のようなアルキレングリコールモノアルキルエーテル類又はジア
ルキルエーテル類、ジメチルアセトアミド又はN-メチルピロリドンのようなアミド類、メ
チルエチルケトン等のようなケトン類、ブチロニトリル等のようなニトリル類、ジメチル
スルホキシド又はスルフォラン等のようなスルホキシド類又はスルホン類、２から１２の
炭素原子を有するモノアルコール又は多価アルコール、及びプロピレン又はブチレンカー
ボネート等のようなアルキレンカーボネート、等の１以上の極性溶媒と混合することがで
きるが、これらに限定されない。
【００２３】
　本開示の溶媒は、全組成に対して約２００ｇ／Ｌから９９９ｇ／Ｌ、好ましくは約３０
０ｇ／Ｌから９５０ｇ／Ｌを構成することができる。
【００２４】
　本開示のＤＢＳは、ゲル形成を通じた農薬ＯＤ形成物の粘度を高めるためのレオロジー
添加剤として用いられる。これは、分散された活性成分が溶媒中で懸濁状態を保つのを助
け、製剤の不安定性及び劣った製品性能に寄与し得る活性成分の沈下及び沈降を阻害する
。他の構成成分を加える前に、ＤＢＳを溶媒中に分散し、適切に活性化することができる
。結果として得られる、ゲル形態の活性化ＤＢＳを含有する混合物は、良好な剪断減粘特
性を一般に示す。ＤＢＳは、全組成に対して約０．１ｇ／Ｌから１００ｇ／Ｌ、好ましく
は約０．１ｇ／Ｌから５０ｇ／Ｌを構成することができる。
【００２５】
　本開示のさらなる実施形態として、ＤＢＳを、沈降を阻害することにより改良された物
理的安定性をもたらすために農薬ＯＤ製剤中で一般的に用いられる１又はそれ以上の現存
のレオロジー添加剤と組み合わせて用いることができる。ＤＢＳと共に用いるのに適した
レオロジー添加剤は、粘土、改質粘土、シリカ又はヒュームドシリカ、水素添加ヒマシ油
、ヒマシ油誘導体、ポリアミド及びポリエステルのうちの１又はそれ以上を含むことがで
きる。適したレオロジー添加剤と組み合わせて用いられるＤＢＳは、全組成に対して約０
．１ｇ／Ｌから１００ｇ／Ｌ、好ましくは約０．１ｇ／Ｌから５０ｇ／Ｌを構成すること
ができる。ＤＢＳと組み合わせて用いられる適したレオロジー添加剤は、全組成に対して
約０．１ｇ／Ｌから２００ｇ／Ｌ、好ましくは約０．２ｇ／Ｌから１００ｇ／Ｌを構成す
ることができる。
【００２６】
　本開示のさらなる実施形態として、ＤＢＳのアナログを単独で、ＤＢＳと組み合わせて
、又はかかる製剤の粘度を増加させることにより物理的な安定性をもたらすために農業用
ＯＤ製剤中で用いられる１若しくはそれ以上の現存のレオロジー添加剤と組み合わせて、
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【化４】

　式中、Ａｒ１及びＡｒ２は、同じ若しくは異なる一置換又は多置換のフェニル環基であ
る。置換されたフェニル基は、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ１－Ｃ１０ハロアルキル、Ｃ１

－Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１－Ｃ１０ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ１０アルキルチオ、Ｃ１－
Ｃ１０ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ１０ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ１０ハロア
ルキルスルフォニル、ヒドロキシル、ハロゲン、ニトロ、カルボン酸及びその誘導体、シ
アノ、アミノ、Ｃ１－Ｃ１０アルキルアミノ、Ｃ１－Ｃ１０ジアルキルアミノ、Ｃ１－Ｃ

１０アルキルカルボニルアミノ、フェニルカルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ１０アルキルフェ
ニルカルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ１０アルキルスルホニルアミノ及びフェニルスルホニル
アミノからなる群から選択される１以上の置換基を含んでもよいが、これらに限定されな
い。
【００２７】
　本開示の農薬活性成分は、除草剤、殺虫剤及び殺真菌剤の群から選択することができる
。活性成分は溶媒中での溶解性が非常に低い分散固体として存在してもよく、又は溶媒中
で完全に可溶若しくは部分的に可溶であってもよい。好ましい分散性活性成分は一般に、
溶媒相中での溶解性が低く（＜１０ｇ／Ｌ）、より高溶融性（＞５０℃）の固体である。
好ましい可溶又は部分的に可溶な活性成分は一般に、溶媒相中での溶解性が中程度から高
く（＞１０ｇ／Ｌ）、より低溶融性（＜１５０℃）の固体である。
【００２８】
　本発明の分散固体除草剤活性成分としては、スルホンアミド、スルホニルウレア、アリ
ールピリジンカルボン酸及びアナログ、アリールピリミジンカルボン酸及びアナログ、ア
ニリド、イミダゾリノン並びにカルバゾンが挙げられるが、これらに限定されるものでは
ない。また、安息香酸、フェノキシアルカン酸、ピリジンカルボン酸及びピリジルオキシ
カルボン酸のアルカリ金属塩又はアミン塩である除草剤もまた、本発明の分散された活性
成分を構成することができる。
【００２９】
　溶媒相中の分散に特に適している除草剤は、トリアスルフロン、トリベヌロン、メタス
ルフロン、チフェンスルフロン、フルピルスルフロン、ヨードスルフロン、リムスルフロ
ン、ニコスルフロン、シノスルフロン、ベンスルフロン、トリフロキシスルフロン、フォ
ラムスルフロン、メソスルフロン、スルフォスルフロン、トリトスルフロン及びその誘導
体、さらにフルメツラム、メトスラム、クロランスラム、フロラスラム、ジクロスラム、
ペノキススラム、ピロキシスラム及びその誘導体、ジフルフェニカン、さらにイマゼタベ
ンズ、イマゼタピル、イマザキン、イマザモックス及びその誘導体、及びフルカルバゾン
、プロポキシカルバゾン、アミカルバゾン及びその誘導体、また以下のジェネリック構造
の化合物、又はその誘導体、
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【化５】

米国特許第７３１４８４９号及び米国特許第７３００９０７号に示されるように、式中、
アルゴンは多置換のフェニル基であり、ＲはＨ又はハロゲンであり、Ｘはハロゲンである
。
【００３０】
　溶媒相中の分散に特に適している追加の除草剤は、ジカンバ、２，４－Ｄ、ＭＣＰＡ、
２，４－ＤＢ、アミノピラリド、ピクロラム、クロピラリド、フルロキシピル及びトリク
ロピルのアルカリ金属又はアミン塩、及びブロモキシニルとアイオキシニルのアルカリ金
属塩である。アミン類は、第一級、第二級又は第三級のアルキルアミン類、アルカノール
アミン類、アルキルアルカノールアミン類、又はアルコキシアルカノールアミン類で構成
され、この場合、アルキル基及びアルカノール基は、飽和状態であり、Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル基を個々に含んでいる。アルカリ金属はナトリウムとカリウムで構成される。
【００３１】
　使用時点でさらに希釈することができる本開示のＯＤ製剤の場合、溶媒分散性の除草剤
は、全組成に対して約１ｇ／Ｌから７００ｇ／Ｌ、好ましくは約５ｇ／Ｌから５００ｇ／
Ｌを構成することができる。この濃縮製剤を農業での慣行に応じて使用時点で１から２０
００倍に希釈することができるのは、一般的に公知である。
【００３２】
　本開示のさらなる実施形態は、溶媒に可溶な又は部分的に溶媒に可溶な活性成分及び毒
性緩和剤の添加を含む。これらの活性成分及び毒性緩和剤としては、除草剤、殺虫剤、殺
真菌剤及び除草剤毒性緩和剤のうちの１又はそれ以上が挙げられ、限定されるものではな
いが、カルボン酸エステル、リン酸エステル又は硫酸エステルの駆除剤がある。
【００３３】
　本発明の適した可溶性の、部分的に可溶性の除草剤有効成分は、ジカンバエステル類の
ような安息香酸系除草剤、２，４－Ｄ、ＭＣＰＡあるいは２，４－ＤＢエステル類のよう
なフェノキシアルカン酸系除草剤、クロジナホップ、シハロホップ、フェノキサプロップ
、フルアジホップ、ハロキシホップ及びキザロホップエステル類のようなアリールオキシ
フェノキシプロピオン酸系除草剤、アミノピラリド、ピクロラム及びクロピラリドエステ
ル類のようなピリジンカルボン酸系除草剤、フルロキシピル及びトリクロピルエステル類
のようなピリジルオキシカルボン酸、及びブロモキシニルとアイオキシニル及びそのエス
テル類のようなニトリル系除草剤を含むが、これらに限定されない。
【００３４】
　本開示の適した可溶性の又は部分的に可溶性の除草剤毒性緩和剤は、クロキントセット
メキシル、ベノキサコール、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロルミドジシク
ロノン、ジエトレート、フェンクロラゾールエチル、フェンクロリム、フルラゾール、フ
ルキソフェニム、フリラゾール、イソキサジフェンエチル、メフェンピルジエチル、メフ
ェナート、ナフタル酸無水物、オキサベトリニル及び誘導体及びそのアナログを含んでも
よいが、これらに限定されない。
【００３５】
　本発明の溶媒に可溶な又は部分的に溶媒に可溶な除草剤活性成分又は除草剤毒性緩和剤
は、全組成に対して約１ｇ／Ｌから７００ｇ／Ｌ、好ましくは約５ｇ／Ｌから５００ｇ／
Ｌを構成することができる。
【００３６】
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　本開示の付加的な農業用活性成分としては、殺虫剤及び殺真菌剤を挙げることができる
。これらの活性成分は、分散固体又は可溶若しくは部分的に可溶な活性成分として存在す
ることができる。
【００３７】
　本開示の適した殺虫剤活性成分としては、抗生物質殺虫剤、大環状ラクトン殺虫剤（例
えばアベルメクチン殺虫剤、ミルベマイシン殺虫剤及びスピノシン殺虫剤）、ヒ素殺虫剤
、植物性殺虫剤、カルバメート殺虫剤（例えばベンゾフラニルメチルカルバメート殺虫剤
、ジメチルカルバメート殺虫剤、オキシムカルバメート殺虫剤及びフェニルメチルカルバ
メート殺虫剤）、ジアミド殺虫剤、乾燥剤殺虫剤、ジニトロフェノール殺虫剤、フッ素殺
虫剤、ホルムアミジン殺虫剤、燻蒸剤殺虫剤、無機殺虫剤、昆虫成長調節剤（例えばキチ
ン合成阻害剤、幼若ホルモン類似体、幼若ホルモン、脱皮ホルモンアゴニスト、脱皮ホル
モン、脱皮阻害剤、プレコセン及び他の未分類の昆虫成長調節剤）、ネライストキシンア
ナログ殺虫剤、ニコチノイド殺虫剤（例えばニトログアニジン殺虫剤、ニトロメチレン殺
虫剤及びピリジルメチルアミン殺虫剤）、有機塩素殺虫剤、有機リン殺虫剤、オキサジア
ジン殺虫剤、オキサジアゾロン殺虫剤、フタルイミド殺虫剤、ピラゾール殺虫剤、ピレス
ロイド殺虫剤、ピリミジンアミン殺虫剤、ピロール殺虫剤、テトラミン酸殺虫剤、テトロ
ン酸殺虫剤、チアゾール殺虫剤、チアゾリジン殺虫剤、チオ尿素殺虫剤、尿素殺虫剤、同
様に他の未分類の殺虫剤が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００３８】
　本文書に開示された発明と組み合わせて有益に使用することができる特定の殺虫剤のう
ちのいくつかは、以下の１，２－ジクロロプロパン、１，３－ジクロロプロペン、アバメ
クチン、アセフェート、アセタミプリド、アセチオン、アセトプロール、アクリナトリン
、アクリロニトリル、アラニカルブ、アルジカルブ、アルドキシカルブ、アルドリン、ア
レトリン、アロサミジン、アリキシカルブ、アルファシペルメトリン、アルファエンドス
ルファン、アミジチオン、アミノカルブ、アミトン、アミトラズ、アナバシン、アチダチ
オン、アザジラクチン、アザメチホス、アジンホスエチル、アジンホスメチル、アゾトア
ート、バリウムヘキサフルオロケイ酸塩、バルトリン、ベンジオカルブ、ベンフラカルブ
、ベンスルタップ、ベータシフルトリン、ベータシペルメトリン、ビフェントリン、ビオ
アレトリン、ビオエタノメトリン、バイオペルメトリン、ビオレスメトリン、ビストリフ
ルロン、ホウ砂、ホウ酸、ホウ酸、ブロムフェンビンホス、ブロモシクレン、臭素ＤＤＴ
、ブロモホス、ブロモホス－エチル、ブフェンカルブ、ブプロフェジン、ブタカルブ、ブ
タチオホス、ブトカルボキシム、ブトネート、ブトキシカルボキシム、カズサホス、砒酸
カルシウム、カルシウム多硫化物、カンフェクロール、カーバノレート、カルバリル、カ
ルボフラン、二硫化炭素、四塩化炭素、カルボフェノチオン、カルボスルファン、カルタ
ップ、クロラントラニリプロール、クロルビシクレン、クロルデン、クロルデコン、クロ
ルジメホルム、クロルエトキシホス、クロルフェナピル、クロルフェンビンホス、クロル
フルアズロン、クロルメホス、クロロホルム、クロロピクリン、クロルホキシム、クロル
プラゾホス、クロルピリホス、クロルピリホスメチル、クロルチオホス、クロマフェノジ
ド、シネリンＩ、シネリンＩＩ、シスメトリン、クロエトカルブ、クロサンテル、クロチ
アニジン、アセト亜ヒ酸銅、ヒ酸銅、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、クマホス、クミトア
ート、クロタミトン、クロトキシホス、クルホメート、氷晶石、シアノフェンホス、シア
ノホス、シアントアート、シアントラニリプロール、シクレトリン、シクロプロトリン、
シフルトリン、シハロトリン、シペルメトリン、シフェノトリン、シロマジン、シチオエ
ート、ＤＤＴ、デカルボフラン、デルタメトリン、デメフィオン、デメフィオン－Ｏ、デ
メフィオン－Ｓ、デメトン、デメトンメチル、デメトン－Ｏ、デメトン－Ｏ－メチル、デ
メトン－Ｓ、デメトン－Ｓ－メチル、デメトン－Ｓ－メチルスルホン、ジアフェンチウロ
ン、ジアリホス、珪藻土、ダイアジノン、ジカプトン、ジクロフェンチオン、ジクロルボ
ス、ジクレシル、ジクロトホス、ジシクラニル、ジエルドリン、ジフルベンズロン、ジロ
ール、ジメフルトリン、ジメフォックス、ジメタン、ジメトエート、ジメトリン、ジメチ
ルビンホス、ジメチラン、ジネックス、ジノプロップ、ジノサム、ジノテフラン、ジオフ
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ェノラン、ジオキサベンゾホス、ジオキサカルブ、ジオキサチオン、ジスルホトン、ジチ
クロホス、ｄ－リモネン、ＤＮＯＣ、ドラメクチン、エクジステロン、エマメクチン、Ｅ
ＭＰＣ、エンペントリン、エンドスルファン、エンドチオン、エンドリン、ＥＰＮ、エポ
フェノナン、エプリノメクチン、エスフェンバレレート、エタホス、エチオフェンカルブ
、エチオン、エチプロール、エトアート－メチル、エトプロホス、ギ酸エチル、エチル－
ＤＤＤ、二臭化エチレン、二塩化エチレン、エチレンオキシド、エトフェンプロックス、
エトリムホス、ＥＸＤ、ファンファー、フェナミホス、フェナザフロル、フェンクロルホ
ス、フェネタカルブ、フェンフルトリン、フェニトロチオン、フェノブカルブ、フェノキ
サクリム、フェノキシカルブ、フェンピリトリン、フェンプロパトリン、フェンスルフォ
チオン、フェンチオン、フェンチオンエチル、フェンバレレート、フィプロニル、フロニ
カミド、フルベンジアミド、フルコフロン、フルシクロクスロン、フルシトリネート、フ
ルフェネリム、フルフェノクスロン、フルフェンプロックス、フルバリネート、ホノホス
、ホルメタナート、フォルモチオン、ホルムパラナート、ホスメチラン、ホスピレート、
ホスチエタン、フラチオカルブ、フレトリン、ガンマシハロトリン、ガンマ－ＨＣＨ、ハ
ルフェンプロックス、ハロフェノジド、ＨＣＨ、ＨＥＯＤ、ヘプタクロル、ヘプテノホス
、ヘテロホス、ヘキサフルムロン、ＨＨＤＮ、ヒドラメチルノン、シアン化水素、ヒドロ
プレン、ヒキンカルブ、イミダクロプリド、イミプロトリン、インドキサカルブ、ヨード
メタン、ＩＰＳＰ、イサゾホス、イソベンザン、イソカルボホス、イソドリン、イソフェ
ンホス、イソプロカルブ、イソプロチオラン、イソチオアート、イソキサチオン、イベル
メクチン、ジャスモリンＩ、ジャスモリンＩＩ、ヨードフェンホス、幼若ホルモンＩ、幼
若ホルモンＩＩ、幼若ホルモンＩＩＩ、ケレバン、キノプレン、ラムダシハロトリン、ヒ
酸鉛、レピメクチン、レプトホス、リンデン、リリンホス、ルフェヌロン、リチダチオン
、マラチオン、マロノベン、マジドックス、メカルバム、メカルホン、メナゾン、メフォ
スフォラン、塩化第一水銀、メスルフェンホス、メタフルミゾン、メタクリホス、メタミ
ドホス、メチダチオン、メチオカルブ、メトクロトホス、メソミル、メトプレン、メトキ
シクロール、メトキシフェノジド、臭化メチル、メチルクロロホルム、塩化メチレン、メ
トフルトリン、メトルカルブ、メトキサジアゾン、メビンホス、メキサカルバート、ミル
ベメクチン、ミルベマイシンオキシム、ミパフォックス、マイレックス、モノクロトホス
、モルホチオン、モキシデクチン、ナフタロホス、ナレド、ナフタレン、ニコチン、ニフ
ルリジド、ニテンピラム、ニチアジン、ニトリラカルブ、ノバルロン、ノビフルムロン、
オメトエート、オキサミル、オキシデメトンメチル、オキシデプロホス、オキシジスルホ
トン、パラジクロロベンゼン、パラチオン、パラチオンメチル、ペンフルオン、ペンタク
ロロフェノール、ペルメトリン、フェンカプトン、フェノトリン、フェントエート、ホラ
ート、ホサロン、ホスホラン、ホスメット、ホスニクロル、ホスファミドン、ホスフィン
、ホキシム、ホキシムメチル、ピリメタホス、ピリミカーブ、ピリミホスエチル、ピリミ
ホスメチル、亜ヒ酸カリウム、チオシアン酸カリウム、ｐｐ’－ＤＤＴ、プラレトリン、
プレコセンＩ、プレコセンＩＩ、プレコセンＩＩＩ、プリミドホス、プロフェノホス、プ
ロフルトリン、プロマシル、プロメカルブ、プロパホス、プロペタンホス、プロポキスル
、プロチダチオン、プロチオホス、プロトエート、プロトリフェンブト、ピラクロホス、
ピラフルプロール、ピラゾホス、ピレスメトリン、ピレトリンＩ、ピレトリンＩＩ、ピリ
ダベン、ピリダリル、ピリダフェンチオン、ピリフルキナゾン、ピリミジフェン、ピリミ
テート、ピリプロール、ピリプロキシフェン、カシア、キナルホス、キナルホスメチル、
キノチオン、ラフォキサニド、レスメトリン、ロテノン、リアニア、サバジラ、シュラー
ダン、セラメクチン、シラフルオフェン、シリカゲル、亜ヒ酸ナトリウム、フッ化ナトリ
ウム、ナトリウムヘキサフルオロケイ酸塩、チオシアン酸ナトリウム、ソファミド、スピ
ネトラム、スピノサド、スピロメシフェン、スピロテトラマト、スルコフロン、スルフォ
キサフロル、スルフルラミド、スルホテップ、フッ化スルフリル、スルプロホス、タウ－
フルバリネート、タジムカルブ、ＴＤＥ、テブフェノジド、テブフェンピラド、テブピリ
ムホス、テフルベンズロン、テフルトリン、テメホス、ＴＥＰＰ、テラレスリン、テルブ
ホス、テトラクロロエタン、テトラクロルビンホス、テトラメトリン、テトラメチルフル
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スリン、シータシペルメトリン、チアクロプリド、チアメトキサム、チクロホス、チオカ
ルボキシム、チオシクラム、チオジカルブ、チオファノックス、チオメトン、チオスルタ
ップ、チューリンゲンシン（ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｎ）、トルフェンピラド、トラロ
メトリン、トランスフルトリン、トランスペルメトリン、トリアラテン、トリアザメート
、トリアゾホス、トリクロルホン、トリクロルメタホス－３、トリクロロナート、トリフ
ェノホス、トリフルムロン、トリメタカリブ、トリプレン、バミドチオン、バニリプロー
ル、ＸＭＣ、キシリルカルブ、ズイータ－シペルメトリン、及びα－エクジソンを含むが
、これらに限定されない。
【００３９】
　加えて、上の殺虫剤のあらゆる組み合わせを用いることが可能である。
【００４０】
　本開示の適した殺真菌剤活性成分はまた、他の殺真菌剤と組み合わせて、殺真菌性混合
物及びその相乗的混合物を形成することもできる。本開示の殺真菌性化合物は、より広範
で種々の望ましくない疾病を制御するため、しばしば１又はそれ以上の他の殺真菌剤と一
緒に散布される。他の殺真菌剤と一緒に用いられる場合、本特許請求の範囲に記載された
化合物は、他の殺真菌剤と共に処方し、他の殺真菌剤とタンク混合し、又は他の殺真菌剤
と共に連続的に散布することができる。他のこのような殺真菌剤は、２－チオシアナトメ
チルチオ）－ベンゾチアゾール、２－フェニルフェノール、８－ヒドロキシキノリン硫酸
塩、アメトクトラジン、アミスルブロム、アンチマイシン、アンペロミセスキスカリス、
アザコナゾール、アゾキシストロビン、枯草菌（Bacillus subtilis）、ベナラキシル、
ベノミル、ベンチアバリカルブイソプロピル、ベンジルアミノベンゼン－スルフォナート
（ＢＡＢＳ）塩、重炭酸塩、ビフェニル、ビスメルチアゾール、ビテルタノール、ビキサ
フェン、ブラスチシジン－Ｓ、ホウ砂、ボルドー液、ボスカリド、ブロムコナゾール、ブ
ピリメート、カルシウム多硫化物、カプタホール、キャプタン、カルベンダジム、カルボ
キシン、カルプロパミド、カルボン、クロロネブ、クロロタロニル、クロゾリネート、コ
ニオチリウムミニタンス（Coniothyrium minitans）、水酸化銅、銅オクタノアート、オ
キシ塩化銅、硫酸銅、硫酸銅（三塩基性）、酸化銅（Ｉ）、シアゾファミド、シフルフェ
ナミド、シモキサニル、シプロコナゾール、シプロジニル、ダゾメット、デバカルブ、二
アンモニウムエチレンビス－（ジチオカルバマート）、ジクロフルアニド、ジクロロフェ
ン、ジクロシメット、ジクロメジン、ジクロラン、ジエトフェンカルブ、ジフェノコナゾ
ール、ジフェンゾクアットイオン、ジフルメトリム、ジメトモルフ、ジモキシストロビン
、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ジノブトン、ジノカップ、ジフェニルアミン、
ジチアノン、ドデモルフ、酢酸ドデモルフ、ドジン、ドジン遊離塩基、エジフェンホス、
エネストロビン、エポキシコナゾール、エタボキサム、エトキシキン、エトリジアゾール
、ファモキサドン、フェナミドン、フェナリモル、フェンブコナゾール、フェンフラム、
フェンヘキサミド、フェノキサニル、フェンピクロニル、フェンプロピジン、フェンプロ
ピモルフ、フェンチン、酢酸トリフェニルスズ、水酸化トリフェニルスズ、ファーバム、
フェリムゾン、フルアジナム、フルジオキソニル、フルモルフ、フルオピコリド、フルオ
ピラム、フルオルイミド、フルオキサストロビン、フルキンコナゾール、フルシラゾール
、フルスルファミド、フルチアニル、フルトラニル、フルトリアホル、フォルペット、ホ
ルムアルデヒド、ホセチル、ホセチルアルミニウム、フベリダゾール、フララキシル、フ
ラメトピル、グアザチン、グアザチンアセタート、ＧＹ－８１、ヘキサクロロベンゼン、
ヘキサコナゾール、ヒメキサゾール、イマザリル、イマザリル硫酸塩、イミベンコナゾー
ル、イミノクタジン、イミノクタジントリアセテート、イミノクタジントリス（アルベシ
ル酸塩）、イプコナゾール、イプロベンホス、イプロジオン、イプロバリカルブ、イソプ
ロチオラン、イソピラザム、イソチアニル、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水和
物、クレキシムメチル、マンカッパー、マンコゼブ、マンジプロパミド、マンネブ、メパ
ニピリム、メプロニル、塩化第二水銀、酸化第二水銀、塩化第一水銀、メタラキシル、メ
フェノキサム、メタラキシル－Ｍ、メタム、メタムアンモニウム、メタムカリウム、メタ
ムナトリウム、メトコナゾール、メタスルホカルブ、ヨウ化メチル、メチルイソチオシア
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ナート、メチラム、メトミノストロビン、メトラフェノン、ミルジオマイシン、ミクロブ
タニル、ナバム、ニトロタールイソプロピル、ヌアリモル、オクチリノン、オフラセ、オ
レイン酸（脂肪酸）、オリサストロビン、オキサジキシル、オキシン銅、オキスポコナゾ
ールフマル酸塩、オキシカルボキシン、ペフラゾエート、ペンコナゾール、ペンシクロン
、ペンフルフェン、ペンタクロロフェノール、ラウリン酸ペンタクロロフェニル、ペンチ
オピラド、フェニル水銀アセタート、ホスホン酸、フタリド、ピコキシストロビン、ポリ
オキシンＢ、ポリオキシン類、ポリオキソリム、重炭酸カリウム、カリウムヒドロキシキ
ノリン硫酸塩、プロベナゾール、プロクロラズ、プロシミドン、プロパモカルブ、プロパ
モカルブ塩酸塩、プロピコナゾール、プロビネブ、プロキナジド、プロチオコナゾール、
ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン、ピラゾホス、ピリベ
ンカルブ、ピリブチカルブ、ピリフェノックス、ピリメサニル、ピロキロン、キノクラミ
ン、キノキシフェン、キントゼン、レイノウトリア・サカリネンシス（Reynoutria sacha
linensis）抽出物、セダキサン、シルチオファム、シメコナゾール、ナトリウム２－フェ
ニルフェノキシド、重炭酸ナトリウム、ナトリウムペンタクロロフェノキシド、スピロキ
サミン、硫黄、ＳＹＰ－Ｚ０７１、ＳＹＰ－Ｚ０４８、タール油、テブコナゾール、テブ
フロキン、テクナゼン、テトラコナゾール、チアベンダゾール、チフルザミド、チオファ
ネートメチル、チウラム、チアジニル、トルクロホス－メチル、トリルフルアニド、トリ
アジメホン、トリアジメノール、トリアゾキシド、トリシクラゾール、トリデモルフ、ト
リフロキシストロビン、トリフルミゾール、トリホリン、トリチコナゾール、バリダマイ
シン、バリフェナラート、バリフェナール、ビンクロゾリン、ジネブ、ジラム、ゾキサミ
ド、カンジダ・オレオフィラ（Candida oleophila）、フザリウム・オキシスポラム（Fus
arium oxysporum）、グリオクラジウム属種（Gliocladium spp.）、フレビオプシス・ギ
ガンテア（Phlebiopsis gigantea）、ストレプトマイセス・グリセオビリジス（Streptom
yces griseoviridis）、トリコデルマ属種（Trichoderma spp.）、（ＲＳ）－Ｎ－（３，
５－ジクロロフェニル）－２－（メトキシメチル）－スクシンイミド、１，２－ジクロロ
プロパン、１，３－ジクロロ－１，１，３，３－テトラフルオロアセトン水和物、１－ク
ロロ－２，４－ジニトロナフタレン、１－クロロ－２－ニトロプロパン、２－（２－ヘプ
タデシル－２－イミダゾリン－１－イル）エタノール、２，３－ジヒドロ－５－フェニル
－１，４－ジチイン１，１，４，４－四酸化物、２－メトキシエチル水銀アセタート、２
－メトキシエチル水銀クロリド、２－メトキシエチル水銀ケイ酸塩、３－（４－クロロフ
ェニル）－５－メチルロダニン、４－（２－ニトロプロパノール－１－エニル）フェニル
チオシアン酸塩、アンプロピルホス、アニラジン、アジチラム、バリウム多硫化物、Ｂａ
ｙｅｒ３２３９４、ベノダニル、ベンキノックス、ベンタルロン、ベンザマクリル；ベン
ザマクリルイソブチル、ベンズアモルフ、ビナプアクリル、ビス（メチル水銀）硫酸塩、
ビス（トリブチルスズ）オキシド、ブチオベート、カドミウムカルシウム銅亜鉛クロム硫
酸塩、カルバモルフ、ＣＥＣＡ、クロベンチアゾン、クロラニホルメタン、クロルフェナ
ゾール、クロルキノックス、クリンバゾール、銅ビス（３－サリチル酸フェニル）、クロ
ム酸銅亜鉛、クフラネブ、硫酸ヒドラジニウム第二銅、クプロバム、シクラフルアミド、
シペンダゾール、シプロフラン、デカフェンチン、ジクロン、ジクロゾリン、ジクロブト
ラゾール、ジメチリモール、ジノクトン、ジノスルホン、ジノテルボン、ジピリチオン、
ジタリムホス、ドジシン、ドラゾキソロン、ＥＢＰ、ＥＳＢＰ、エタコナゾール、エテム
、エチリム、フェナミノスルフ、フェナパニル、フェニトロパン、フルオトリマゾール、
フルカルバニル、フルコナゾール、フルコナゾールシス、フルメシクロックス、フロファ
ネート、グリオジン、グリセオフルビン、ハラクリネート、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　３９４４
、ヘキシルチオフォス、ＩＣＩＡ０８５８、イソパムホス、イソバレジオン、メベニル、
メカルビンジド、メタゾキソロン、メトフロキサム、メチル水銀ジシアンジアミド、メト
スルホバックス、ミルネブ、ムコクロリン酸無水物、ミクロゾリン、Ｎ－３，５－ジクロ
ロフェニル－スクシンイミド、Ｎ－３－ニトロフェニルイタコンイミド、ナタマイシン、
Ｎ－エチルメルクリオ－４－トルエンスルホンアニリド、ニッケルビス（ジメチルジチオ
カルバマート）、ＯＣＨ、フェニル水銀ジメチルジチオカルバマート、フェニル水銀硝酸
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塩、ホスダイフェン、プロチオカルブ；プロチオカルブ塩酸塩、ピラカルボリド、ピリジ
ニトリル、ピロキシクロル、ピロキシフル、キナセトール；キナセトール硫酸塩、キナザ
ミド、クインコナゾール、ラベンザゾール、サリチルアニリド、ＳＳＦ－１０９、スルト
ロペン、テコラム、チアジフルア、チシオフェン、チオクロルフェンフィム、チオファネ
ート、チオキノックス、チオキシミド、トリアミホス、トリアリモール、トリアズブチル
、トリクラミド、ウルバシド、ＸＲＤ－５６３、そしてザリルアミド、ＩＫ－１１４０及
び任意の組み合わせを含んでもよい。
【００４１】
　本開示の殺虫剤又は殺真菌剤活性成分は、全組成に対して約１ｇ／Ｌから７００ｇ／Ｌ
、好ましくは約５ｇ／Ｌから５００ｇ／Ｌを構成することができる。
【００４２】
　１又はそれ以上の界面活性剤を本発明の組成物中に組み入れるのが、通常望ましい。界
面活性剤は、アニオン性、カチオン性又は非イオン性の性質であり得るもので、乳化剤、
湿潤剤、懸濁剤として又は他の目的のために利用可能である。製剤分野において従来用い
られ、本製剤においても用いることができる界面活性剤は、特に、「McCutcheon’s Dete
rgents and Emulsifiers Annual」, MC Publishing Corp., Ridgewood, New Jersey, 199
8及び「Encyclopedia of Surfactants」, Vol. I-III, Chemical publishing Co., New Y
ork, 1980-81中に記述されている。典型的な界面活性剤としては、ジエタノールアンモニ
ウムラウリル硫酸塩のような硫酸アルキルの塩類;カルシウムドデシルベンゼンスルフォ
ナートのようなアルキルアリールスルフォン酸塩塩類;ノニルフェノール-C18エトキシレ
ートのようなアルキルフェノール-アルキレン酸化物付加生成物;トリデシルアルコール-C

16エトキシレートのようなアルコールアルキレンオキシド付加物;ステアリン酸ナトリウ
ムのような石けん;ナトリウムジブチルナフタレンスルフォナートのようなアルキルナフ
タレン-スルフォナート塩類;ナトリウムジ(２－エチルヘキシル)スルホサクシネートのよ
うなスルホン酸塩類のジアルキルエステル;ソルビトールオレアートのようなソルビトー
ルエステル;ラウリルトリメチルアンモニウムクロリドのような第四級アミン;ポリエチレ
ングリコールステアリン酸塩のような脂肪酸のポリエチレングリコールエステル類;エチ
レンオキシドとプロピレンオキシドのブロック共重合体;モノアルキルリン酸エステル類
及びジアルキルリン酸エステル類の塩類;ダイズ油、菜種油、オリーブ油、ヒマシ油、ヒ
マワリ種子油、ココナッツ油、トウモロコシ油、綿実油、亜麻仁油、パーム油、落花生油
、サフラワー油、胡麻油、桐油のような植物油;及び上記の植物油のエステル類が挙げら
れる。
【００４３】
　本開示の組成物は、１又はそれ以上の付加的な不活性成分、例えば消泡剤、アジュバン
ト、安定剤、芳香剤、金属イオン封鎖剤、中和剤、バッファー、防錆剤、染料、着臭剤及
び他の一般的に用いられる成分などを任意選択で包含することができる。
【００４４】
　典型的な農業用途に利用される本開示のＯＤ製剤の有効量は、例えば、植物のタイプ、
植物の成長ステージ、環境条件の重症度、制御対象の雑草、昆虫又は病原真菌及び散布条
件にしばしば依存する。典型的に、雑草若しくは昆虫からの保護又は病因の制御若しくは
排除の必要がある植物を、約１から約４０，０００ｐｐｍ、好ましくは約１０から約２０
，０００ｐｐｍの活性成分量をもたらす量の、担体、例えば水などで希釈されたＯＤ製剤
と接触させる。接触は、任意の有効な様式で行うことができる。例えば、植物の任意の露
出部分、例として葉又は幹に、適した量の希釈剤又は担体、例えば水などと混合した活性
成分を噴霧することができる。
【００４５】
　前述の本発明の組成物は、植物茎葉又は植物に近い土壌若しくは区域に散布することが
できる。加えて、本発明の組成物は、農業用活性成分、例えば除草剤、殺虫剤、殺菌剤、
殺線虫剤、殺ダニ剤、殺生物剤、殺シロアリ剤、殺鼠剤、軟体生物駆除剤、節足動物駆除
剤、肥料、成長調節剤及びフェロモンなどと混合すること、又はこれらとの任意の組み合
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【００４６】
　本発明のＯＤ製剤を調製する典型的な手法において、剪断混合及び熱を使用して溶媒中
でＤＢＳを分散させること及び活性化させることにより、ＤＢＳのプレゲルを最初に調製
する。室温に冷却した後、ＤＢＳのプレゲルを次いで、活性成分及び任意の他の成分を溶
媒と共に剪断混合することにより予め形成された混合物へと混合しながら添加する。
【００４７】
　分散された活性成分の沈降をＤＢＳにより遅らせる本開示の安定なＯＤ製剤の例は、
ａ）全組成に対して約２００ｇ／Ｌから約９９９ｇ／ＬのＡｒｏｍａｔｉｃ２００ＮＤを
含む溶媒、
ｂ）全組成に対して約０．１ｇ／Ｌから約１００ｇ／Ｌのジベンジリデンソルビトールを
含むレオロジー添加剤
ｃ）全組成に対して約１ｇ／Ｌから約２００ｇ／Ｌのピロクススラムを含む活性成分、
ｄ）任意選択で、他の不活性製剤成分
を含む。
【実施例】
【００４８】
　ＤＢＳを適切に活性化するため、芳香族溶媒（例としてＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌからのナ
フタレン除去Ａｒｏｍａｔｉｃ２００）中の１．５％ ＤＢＳプレゲル溶液を調製したが
、この調製は、１．５ｇのＤＢＳを９８．５ｇのＡｒｏｍａｔｉｃ２００中に高剪断下で
分散させ、混合物を５０～５５℃へと１５分間加熱して、混合物を低剪断混合下で室温へ
と冷却することにより行った。結果として得られた混合物は、外観が半透明から透明で、
高度にチキソトロピックなゲル特性を示すものであった。
【００４９】
　表１中に示した本開示の組成物を、以下の手法を用いて調製した。１）表１中に示した
量の溶媒を、機械的スターラーを備えたガラスビーカー中に入れた。２）１．５％ ＤＢ
Ｓプレゲルを一定の混合下でビーカー中に加えた。３）活性成分を次いで混合物に加えた
。４）混合物を均質になるまで撹拌し、次いで１０分間超音波処理して、試験試料を提供
した。全ての試料は、室温で２４時間後、目視検査による沈降に対して安定であった。
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【表１】

　下の表２中に指し示すように、試料７及び８を、示した成分を使用して以下の手法によ
り調製した。最初にＡｒｏｍａｔｉｃ２００ＮＤを、機械的スターラーを備えたガラスビ
ーカー中に入れた。Ｂｅｎｔｏｎｅ３８粉末を次いで高剪断下でビーカーに加え、粉末の
完全な分散を確実にした。Ｔｅｎｓｉｏｆｉｘ　Ｎ９８２４ＨＦ及びプロピレンカーボネ
ートを次いで一定の混合下で加えた。最後に１．５％ ＤＢＳプレゲルを混合物に加えて
、試料７を提供した。試料８にはＤＢＳを加えなかった。試料７及び８の両方を次いで、
保存安定性査定のため、１００ｍＬのガラスボトル中に詰めた。試料を室温で７ヶ月間、
乱さずに保存した。シネレシスのパーセンテージを両試料において視覚的に測定したとこ
ろ、製剤７は８．７％の上部清澄部分を示した一方、製剤８は５７．１％の上部清澄部分
を示した。ＤＢＳを包含させることの効果は、各試料の相分離量が異なることにより明ら
かであった。
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【表２】

【００５０】
　下の表３中に指し示すように、試料９及び１０を、示した成分を使用して以下の手法に
より調製した。最初にＡｒｏｍａｔｉｃ２００ＮＤを、機械的スターラーを備えたガラス
ビーカー中に入れた。Ｂｅｎｔｏｎｅ３４粉末を次いで高剪断下でビーカーに加え、粉末
の完全な分散を確実にした。Ｔｅｎｓｉｏｆｉｘ界面活性剤及びプロピレンカーボネート
を次いで一定の混合下で加えた。活性成分ピロクススラム及び毒性緩和剤クロキントセッ
ト－メキシルを加え、高剪断混合を使用して完全に分散させた。残りの成分を次いで、最
後の成分としてＤＢＳをＡｒｏｍａｔｉｃ２００ＮＤ中の１．５％ プレゲルとして加え
ること以外は特定の順番なく加え、製剤１０を提供した。両試料を次いで、保存安定性査
定のため、ガラスボトル中に詰めた。
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【表３】

【００５１】
　試料９及び１０は、その保存安定性を評価するため、５４℃及び４０℃の一定温度、並
びに－１０℃／４０℃の１日サイクルを包含する種々の温度条件に曝露した。化学的アッ
セイを保存２週間後に測定したところ、製剤９及び１０は全ての保存条件下で活性成分の
損失が検出されず、化学的に安定であることが見出された。試料はまた、レオロジー構造
強度の指標として、それ故に製剤安定性の指標として公知である降伏応力に基づいて比較
した。降伏応力値が高いほどゲル強度は強く、それ故に製剤安定性はより良好である。降
伏応力は、４ｍｍのクロスハッチプレートを備えたＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓからの
ＡＲ１０００レオメーターを用いて測定した。粘度－応力曲線は、装置を使用して可能で
ある最も低いトルクから１０，０００マイクロニュートンメートル（μＮｍ）までレオメ
ーターを操作することにより、定常状態の剪断を行うことで得た。降伏応力を次いで、レ
オメーター上のソフトウェアにより、パスカル（Ｐａ）で測定される、試料を流動させる
初発応力値として計算した。試料９及び１０の降伏応力測定を表５中に示す。結果は、製
剤９及び１０の降伏応力値は種々の保存条件に供したときに非常に安定して高く、安定な
レオロジー構造が各製剤中に存在することを指し示した。
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【表４】

【００５２】
　特定のＯＤ製剤の注入性は、経時的に生じる沈降の量の測定値であり、保存していた容
器から沈降物を注ぐのにどのくらい抵抗性があるかである。注入性値は、ＣＩＰＡＣ法Ｍ
Ｔ１４８．１、Ｐｏｕｒａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　Ｃｏｎｃｅｎｔ
ｒａｔｅｓを使用して測定可能である。この方法においては、濃厚懸濁液を規定の時間、
静置し、次いで標準化された注入手法に供する。注入後の容器中に残った物質の量を決定
し、容器中に残った物質の重量％として報告する。注入後に残った物質の重量％は、注入
性値として公知である。製剤１０の試料を含有するガラスボトルを室温で２４時間静置し
、次いでボトルの内容物をＣＩＰＡＣ法ＭＴ１４８．１に従って注ぎ出した。注入後のボ
トル中に残った製剤１０の残存量は元の量の１．７７重量％であることが見出され、それ
によって製剤１０の注入性値１．７７％を与えた。
【００５３】
　本発明は限定された数の実施形態に関して記述されているが、１の実施形態の特異的な
特色を、本発明の他の実施形態に帰するべきではない。単一の実施形態は、本発明の全て
の態様を代表するものではない。いくつかの実施形態において、組成物又は方法は、本明
細書において言及されていない多数の化合物又は工程を包含することができる。他の実施
形態において、組成物又は方法は、本明細書において列挙されていない化合物又は工程を
何ら包含しない又は実質的に含まない。記述された実施形態からの変形及び改変が存在す
る。最後に、本明細書において開示されているあらゆる数は、数を記述するのに語「約（
about）」又は「およそ（approximately）」が用いられるかどうかにかかわらず、おおよ
その値を意味するものと解釈するべきである。添付される実施形態及び特許請求の範囲は
、本発明の範囲内に入る全ての改変及び変形に及ぶことを意図する。
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